「FFTアプリケーションジェネレータ」チュートリアル

Ⅰ．はじめに

このチュートリアルではmain関数を持つコンソールアプリケーションの作成を通して、「FFTアプリケーションジェネレータ」（以下ジェネレータ）によるFFTプログラムの作成方法を説明します。例としてデータ数50の場合について説明します。

Ⅱ．ジェネレータのウィンドウの「データ数」欄に50を

入力し、「コード生成」ボタンをクリックしてください。

ジェネレータと同じフォルダにFFT50.cppというファイルが作成されます。このファイルからソースファイルへコピー＆ペーストを行うことによって、アプリケーションを作成します。
Ⅲ．ソースファイル冒頭
１．FFT50.cppから次のinclede文をソースファイル冒頭にコピペします。

#include <math.h>

#include <malloc.h>

２．FFT後の周波数領域のデータは、複素データとして扱うので複素数構造体を定義します。（FFT50.cppからコピペ）
typedef struct {


double re,im;

}  COMPLEX;

３．次の二つの関数のプロトタイプを記述します。（FFT50.cppからコピペ）
・回転子（頻繁に使う三角関数の値を配列に格納したもの。複素平面上の単位円上に分布する。一種のキャッシュ。）の作成
void twiddler(long, COMPLEX*);

・50ポイントのFFT関数

void FFT50(COMPLEX*, double*, COMPLEX*);

Ⅳ．main関数の作成

int main(void)

{

・FFTされるデータを格納する配列を定義します。

double  pSource;[50];
・上記pSourceをFFTしたあとの結果が格納される配列
を定義します。周波数領域のデータなので複素数の配列です。

COMPLEX  pDestination[50];

・回転子を格納する配列を定義します。

COMPLEX  pCache[50];




・





・


ここでpSource[ ]にFFTしたいデータを


格納する処理をおこないます。





・





・


・回転子を作成する関数を実行します。

この関数を実行すると、pCacheを先頭アドレスとする配列

に回転子が格納されます。

twiddler(50, pCache) ;
・FFTを実行します。この関数は第三引数pCacheによって回転子の中身を参照しながら、50ポイントのFFTを実行します。pSourceをFFTした結果がpDestinationに格納されます。
FFT50(pDestination ,  pSource ,  pCache)
return 0 ;

}
・main関数の後方に二つの関数の本体をコピペします。

//回転子

void twiddler(long N, COMPLEX *pCache)

{

                    関数本体

}
//FFT
void FFT50(COMPLEX *pDestination, double *pSource, COMPLEX *pCache)
{
                    関数本体

}

IFFTを行うにはIFFT50という関数について同様のことを行います。ただし、以下のようにFFT50のときと違ってpSourceを複素数型、pDestinationをdouble(実数)型としなければなりません。周波数領域から時間領域への変換だからです。

COMPLEX  pSource ;
double pDestination ;
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